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話に入る前に写真を幾つかお見せしたいの
ですが，この写真は何をしているかというと，
ブリを獲っています．小田原は相模湾に面し
ておりまして，定置網を仕掛けておくと，そ
こへお魚が来るんですね．それでブリを獲っ
ています．
これは私の生まれたころの写真です．いま
から 60 年ぐらい前の写真です．この当時は，
大変たくさんのブリが獲れました．その当時
の記録を見ると 50 万匹ぐらい獲れました．
いまブリというと富山の氷見が有名ですけれ
ども，申し訳ないですが，たかだか 10 万匹
なんですね．だから 50 万匹という数は，も
のすごい数なんです．
それが，いまどのくらい獲れるかというと，

数千匹しか捕れません．たかだか半世紀です．
一つの街でなぞらえてみると，50 万人いた
街が半世紀で数千人に減ってしまったら，こ
れはもう大きな環境の変化があったに違いあ
りません．
なぜブリが獲れなくなったかということを
調べた先生がいまして，2つの原因だろうと
言っていました．1つは水，もう 1つは砂だ
というんですね．どういうことかというと，
この漁獲量を，時代でグラフにプロットして
いったんです．すると，そのときに世の中で
何が起こったかということが見えてきます

ね．ブリが減り始めるのは 1960 年の後半か
ら 1970 年代にかけてなんですね．どういう
時代かというと，いわゆる日本の高度経済成
長の時代です．
何が起こったかというと，相模湾に流れ込
んでいる酒匂川という大きな川の上流にダム
をつくったんです．そして酒匂川の下流のと
ころに取水堰を作って水を抜いているんです
ね．その水はどこへ行っているかというと，
実は横浜の水道水に利用されているんです．
併せて，その海岸線に高速道路を走らせた時
期と，ブリが減りだした時期がほぼぴったり
符合するんです．
結局，ダムをつくったので砂が川から海岸
に入ってこなくなって，一方的に波に削られ
るばかりなんです．砂浜というのは，どうし
て大切かというと，陸から見ると波を抑えて
くれるんですね．台風のときなんかは砂浜で
もっているんですけど，逆に海の中から見る
と，実は砂浜の中の海は，とても静かなんだ
そうです．どうしてかというと，砂浜が陸の
震動とか騒音を全部吸ってくれるんですっ
て．ですから砂浜のある海の中は，ずっとい
たことはないから分からないけど，静かだそ
うです．ところが，いまは砂浜がなくなって
しまったので陸の震動や騒音が全部，海へ入
っていってしまう．なおかつ，ここに高速道
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路が走っていますから，24 時間，車がびゅ
うびゅう走っているので，非常に海の中が騒
がしいんだそうです．ブリというのは，とて
も神経質な魚なので，こんなにうるさいとこ
ろへは来たくないといって寄らないらしいん
ですね．それが砂の話です．
もう 1つ，水の話は，さっき申し上げまし
た大きな川が流れていて，昔はこの海にたく
さんの真水が流れ込んでいたんですね．ここ
の海はとても深いんです．なので，そう簡単
に真水と海水が混ざり合わないで，海水の上
を真水がすうっと滑っているんですね．いわ
ゆる汽水域が広く，そこにプランクトンが湧
いて，それを餌にして小魚が来て，その小魚
を餌にしてブリが集まります．ところが，い
まは水がほとんど入っていないので，餌がな
くてブリは来ません．だからブリからすると
「餌もないし，こんなにうるさいところに俺
は来ないぞ」ということらしいんですね．し
かしブリがいなくなっちゃったかというと，
沖合の方にはちゃんといるんだそうですね．
私は，こういう時代から小田原で生まれて
いまして，その当時，砂浜がとても広かった
ので，いまでは考えられませんけど，サーカ
スとかプロレスとかをやっていました．特設
のリングを組んで，皆さんの中で分かる人は
少ないと思うんですが，デストロイヤーとか
が来ていました．
そういう時代でしたから，本当に人が集ま
っていて，砂浜がたくさんあったというのを
私は知っているし，たくさんブリが獲れたと
いうことも知っているので，そういう身から
すると，とても残念だなと思います．
でも，このいまの事態を引き起こしちゃっ
たことを，非難とか批判はできないんだろう

なというふうに思います．なぜこういうこと
をしたか，なぜダムをつくったのか，なぜ水
を抜いて大都市に供給することにしたのか，
なぜ高速道路を走らせたのかということを考
えれば，日本が高度経済成長の中で，人口も
どんどん増えていく中で，もっと前は戦後の
復興からずっと，より豊かで，より便利な暮
らしを求めて，そういう開発をしていったわ
けですね．ある意味，そのおかげで，私たち
の便利で快適な暮らしが成り立っているの
で，そのこと自体は否定はできないと思いま
すが，そのことから学ぶことはできるのでは
ないかなと思っています．
最近すごく感じるんですけど，この夏も暑
かったです．いま千葉の方も大変ですけれど
も，大雨が降ります．台風が頻発します．本
当に気候が変わってきているなと感じます．
日本だけではなくて世界中が変わっています
けれども，ちょっと前までは，いわゆる気候
変動，climate changeというのは新聞やテレ
ビの中の話だったかもしれませんけれども，
本当に実感として現実の問題になってきてい
るのではないかと思うんですね．
これは何かと思うと，少し大げさかもしれ
ませんけれども，考えてみれば，人間は，例
えば産業革命ぐらいまでさかのぼってみる
と，産業革命以来，より豊かで，より便利な
生活を求めて，土の中から何でもほじくり出
して，海からいろんなものを引っ張り出して
きて，使い放題使って，ごみは捨て放題して
きました．結局，より豊かな，より便利なラ
イフスタイルを求めて，それを実現したり，
それをもっと助長するということでビジネス
というのがどんどん伸びてきて，経済が拡大
していったわけですよね．なので，そういう
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ことをずっとやってきた，ある意味のツケな
んだろうなというふうに思います．
私どもも，お魚を使う商売なので，います
ごく心配しているのは海洋プラスチックの汚
染の問題です．そんなことを全然，私たちは
考えもせずにペットボトルをどんどん使って
きたわけですけれども，そういう意味で，私
たちは必ずしも地球環境をぶち壊してやろう
と思ってやったわけではなくて，より豊かな，
より便利な活動を求めて，いろんなことをし
てきたことが，いまいろいろな問題を引き起
こしているわけです．
このことに対しての，ある意味，地球のメ
ッセージというか，悲鳴なのかもしれません
ね．もうこれ以上，俺はもう，おまえたちの
わがままは受け入れられないということを伝
えるために，この気候変動があるような気が
しないでもないですね．
ただ，そういうセンチメンタルな話ではな
くて，いったん私たちが手に入れた，この豊
かさとか便利さというのは手放したくない．
でもたぶん，同じことをずっとやっていくと
地球はもたない．じゃあ，どうしたらいいか
といったら，まさに，われわれはいま，これ
から知恵を出していくしかないと思います
ね．いろいろなテクノロジーがどんどん出て
きています．便利になるようなテクノロジー
は，どんどんありますけれども，それが必要
なのかもしれませんけれども，もっと基本的
に持続可能な，この地球環境の中で，どうや
って人間が豊かさを保っていくかということ
に対するテクノロジーは，まだまだ芽が少な
いような気がするんですね．なので，SDGs

というものを見ていくと，本当に世の中が変
わりつつある，変わらなければいけない時代

に私たちはいるのではないかということを最
近強く感じます．
少し自己紹介的な話をしますけれども，私
どもの会社は鈴廣というかまぼこ屋で，今年
で 154 年目になりました．154 年というのは，
京都なんかへ行ったら 400 年，500 年という
老舗があるし，あるいは 10 年ぐらいで急成
長しちゃった，上場しちゃったみたいな会社
はたくさんあるので，154 年目が長いか短い
かというのは難しいですが，ただ 154 年とい
う年月は，私たちにとっては大切すべき年月
だなと思っています．
今日は時間がないので飛ばしますけれど
も，私どもの社是は「老舗にあって老舗にあ
らず」，お断りしますが，普通，自分のこと
を老舗と言わないです．これは，お客さまが
「あそこは老舗だから，おいしいね」とか「老
舗だから安心ね」とか，あくまでも外からの
評価のことなんですが，実は，この社是とい
うのは，私どもは外に向かって発信する言葉
ではなくて，ここで働くわれわれが，いつも
立ち位置を確認するための言葉として使って
いるので，老舗という言葉を使わせていただ
いています．
「老舗であって」ということは，世の中が
どんどん変わっていっても，絶対に変えては
いけないことがあるはずだから，それをなん
とか守っていきましょうと．そうは言っても，
どんどん変わっていくのだから変えていくべ
きことは勇気を持って変えていきましょう
と．この 2つをしっかりやっていくというこ
とです．
もう 1つ企業理念というのがありまして，

「食するとは，生命をいただき，生命をうつ
しかえること．その一翼を担うのが私たちの
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仕事．かけがえのない地球の中で，この役割
こそ我が天職」．新興宗教のようなことを言
っているかもしれませんけど，考えてみると，
私どもは食べ物商売をしているのですが，食
べ物って，そもそも命があるじゃないですか．
朝ご飯を振り返っていただければ，お魚にし
ても，お肉にしても，お米にしても，命があ
ります．人は，お腹が空いたなとか，栄養が
必要だなとか，ちょっと今日は旅行に行って
美味しいものを食べて盛り上がろうとか，あ
る意味，自分の勝手な理由で自分以外の命を
使っているのが食べるということなんだろう
なと思います．そうすると，私どものように
食べ物を使って金もうけをしているやつは，
いったいどうなんだというふうになるわけで
すが，これは少し無理くりかもしれませんけ
れども，私たちは，お魚の命をお客さまの命
に移し替えていくお手伝いをしていると，か
まぼこで言えば，お魚の命を一回かまぼこに
変えて，そのかまぼこをお客さまに召し上が
っていただくことによって命を移し替えてい
くというようなことが私たちの仕事ではない
かなというふうに思っています．そうすると，
できるだけ命がねじ曲がったりしないように
しなければいけないということで，添加物と
か，そういうものを使うことは一切なくしま
した．
かまぼこというのは，簡単につくり方を説
明すると，白身の魚を使って，頭とおなかを
取り外してお肉だけにします．それを井戸水
できれいに洗います．そのときに脂とか血合
いとか，においの元だとかを洗い流して，ぎ
ゅっと水を絞って，昔風に言えば石の臼の中
に入れながら，お塩を入れて，こすっている
んですね．ごりごり，ごりごり．そうすると

だんだん，べたべたとのり状になってきます．
何が起こっているかというと，お塩でお魚の
タンパク質の繊維が溶け出し，ほぐれている
んです．それを練り上げて，無添加の味付け
をして，そして板に乗せて蒸すとか，竹に巻
いて焼くとか，油の中で揚げるとか，熱をか
けていくと，溶け出してきたお魚のタンパク
質の繊維が，ぎゅっと固まるんですね．それ
が弾力なんです．
だから電子顕微鏡で上手にできたかまぼこ
を見ると，きれいな網目の構造をしています．
皆さんはそうではないかもしれないけれど
も，時々，かまぼこって誤解されているなと
思うんです．白いのは怪しいとか，弾力が怪
しいとか，お塩がたくさん入っていると思っ
ていませんか．白いのは，先ほど申し上げた
ように白身の魚を使って，お水で洗って，熱
をかけたら白くなるんです．弾力は，まさに
タンパク質のせいです．タンパク質の塊なん
です．
お塩はタンパク質が溶け出すときに必要な
ものなんですけど，お塩も，いいお塩と悪い
お塩が実はあるんですね．よく，このお塩を
取り過ぎては駄目だと言われるのは，非常に
純度が高いお塩です．塩化ナトリウムなんで
すね．もともと海のお水とか岩塩から精製し
ていますから，精製塩と書いています．とこ
ろが，よく調べてみると，赤ちゃんがお母さ
んのおなかの中でしばらく泳いでいますね．
あの羊水と海水は，ほとんど成分が一緒なん
だそうです．ということは，海水の中には動
物としての人間に必要なものが全て入ってい
るといえます．当然，塩化ナトリウムも入っ
ていますけれども，それ以外の微細なミネラ
ルがたくさん入っているんです．金属も．そ
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れは人間にとって必要なものなんだそうです
ね．それを精製塩は全部外しちゃうんです．
塩で食用として使われている部分というのは
1割しかないと言われています．90％は工業
原料です．塩化ビニルとかをつくっています．
工業原料は純度が高い方がいいので，問題は
それを人間が食べちゃうからなんです．
だから，もともとの海のお塩，岩塩に近い，
ミネラルがたくさん入っているお塩は，たっ
ぷり取っていただいてもいいと思います．む
しろ足りない人が多いんですよ．うちのかま
ぼこは，そういうお塩しか使っていませんの
で，ぜひ安心して，もし誤解をしていたら，
今日を境に，かまぼこはいいかまぼこを買っ
てもらえたら嬉しいです．
そういうふうに，もともとかまぼこは，も
のすごくシンプル・アンド・ヘルシーなもの
なんです．お魚の命を，力を目いっぱい引き
出して，それをちゃんと目覚めさせて体に伝
えていこうということで，添加物とか，そう
いうものを一切使うのをやめてしまいました
し，味付けもいわゆる化学調味料は使うのを
やめてしまいました．
結局，日本人的に言えば，食べるって，こ
ういうことだと思うんですね．もちろん農家
さんに対して，お米をつくってくれてありが
とうございますとか，お魚を獲ってくれた漁
師さんに感謝しましょうとかあるけれども，
日本語は本当に，目の前の食べ物に対して，
あなたの命をいただきますという深い感謝の
心と気持ちで，そういう気持ちで私たちは，
この食の仕事をしなければいけないなという
ふうに思っています．結局，命のバトンタッ
チなのかなと．
話ついでに少しお聞きいただきたいんです

けど，人間の体は 60 兆個の細胞からできて
いると言われていますよね．それで 3カ月か
ら 6カ月で全部入れ替わるんだそうですね．
絶えず細胞は，死んで生まれ変わって，死ん
で生まれ変わってと繰り返しています．
だから，半年ぶりに会う人は他人だという
ことですね．物質的には．それを DNAがつ
かさどっているので同じように再生産される
わけですけれども．ということは，いつもい
つも，絶えず体の中で細胞がつくられていく
わけですね．その細胞は何を原料にしてつく
られているのでしょうか．
ちょっと考えれば，すぐ分かりますね．今
日皆さんが，まさにお昼に召し上がった食べ
物からできています．それ以外のものからは
できません．だから，食べ物が体にいいとか
悪いとか，あるいは，食べ物の中の 1つの成
分だけを引っ張り出してきて，「これがいい
ですよ」みたいなやり方ではだめです．だか
ら英語で言えば，you are what you eatなわ
けですよね．あなたは，あなたが食べたもの，
そのものです．これは真実だと思うんです．
そう考えると，私たちのような食の仕事は，
とても責任重大だし，やりがいのある仕事で
はないかなと思います．
もう 1個，変な話をついでにさせていただ
きますけど，自分の体の外と中って，どこが
境目でしょう．皮膚，粘膜でしょうか．でも，
食べ物は最終的に自分の体になっちゃうわけ
です．お水もそうです．どこからどこまでが
外なのか，どこからが中なのかと考えると，
たぶん，あまり考える人はいないと思います
けど，私の結論は中も外もないというもので
す．これが，たぶん，この世の中の全てがそ
うじゃないかなと思うんですね．おそらく外
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と中を決めているのは人間の意識だけだろう
なと思うんですね．
少しきれいごとに聞こえるかもしれません
けど，全てはつながっているとすると，自分
だけがよければいいというのはあり得ない
し，自分の家族だけがなんとかなればいいと
いうのはあり得ないし，自分の会社だけがな
んとかなればいいというのはあり得ないし，
自分のまちだけがなんとかなればいいという
のはあり得ないし，日本だけがなんとかなれ
ばいいというのはあり得ない．世界のリーダ
ーは，俺の国だけがなんとかなればいいとい
うことを言っている人がたくさんいますけ
ど，たぶん長続きしないですよね．全てはつ
ながっているとすれば．
そう考えたときに，そろそろエネルギーの
話に入っていかないといけないんですけど，
私がエネルギーに関心を持ったのは，紛れも
なく，いまから 8年前の東日本大震災および，
その後の原発の事故でありました．
それ以前は，私は特にエネルギーの勉強を
したこともないし，あまり関心もなかったん
です．だから，コンセントがあって，電源を
挿しておけば，電気料金さえ払っていれば，
いくらでも電気が来るというふうに思ってい
ました．
でも，あの事故があって，コンセントの向
こう側に，我々が知らなかった世界があると
いうことが分かりました．それ以前は全然関
心がなかったし，日本は本当に世界一の最先
端の国で，万全のエネルギー体制があると思
っていましたが，意外や意外，そうではあり
ませんでした．
それ以前は，コンセントの向こうに何があ
るか，まったく関心がなかったということで，

知ろうともしなかったんですけど，でも，全
てはつながっているとすると，自分の都合の
いいことだけを自分が認知をして，自分がそ
れを使わせてもらって，自分に都合の悪いこ
とは知ろうともしないというか，知っても知
らないふりをするという生き方は，たぶん長
続きしないんだろうなというふうに思ったん
です．ある意味，その象徴的なものが原発の
仕組みなんじゃないかなというふうに思いま
す．
私は若いころに商工会議所の青年部という
ところに所属しておりまして，全国の会長も
やらせていただいたので，被災地にもたくさ
ん友達がいたりして，彼らとの，いわゆる支
援活動の中で，いろいろなことを私は勉強さ
せていただいたなということがあります．
2つのことがあるんですけど，まずは，や
っぱり顔の見える関係が大切だなということ
を学びました．私の友人が気仙沼にいて，彼
はクリーニング屋さんを営んでいたのが全部
流されちゃって，気仙沼高校に逃げ込んで，
そこに 600 人が逃げていて，その避難所のリ
ーダーをやっていたことがわかりました．
ところが 4日目ぐらいに携帯がつながった
んですね．何が欲しいと言ったら，「何もねえ．
取りあえず，食い物だ」と．じゃあ，かまぼ
こだったらすぐ送れるから，どこへ送ったら
いいと聞いたら，いまだに覚えていますけど，
「災害対策本部にだけは送らないでくれ」と
言われたんです．私も何回か行きましたが，
やっぱり荷物が出てこなくなっちゃうんで
す．分かったと言って，僕は，その彼のとこ
ろに荷物を直送しました．
次に彼は，何が欲しいと言ったら「靴が欲
しい」と言ったんですね．靴というのはすぐ
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に浮かんでこなかったんですけど，確かに，
びしょびしょになって逃げていって，1週間
たてば出歩かなければいけないので靴が必要
だと．
もう 1つは，大規模な中央集権的な仕組み
と，小規模で，独立型で，分散型の仕組みと
の両方がないと，いろんな場面に対応できな
いなというふうに思ったんですね．
まさに，災害時に行政がつくっている仕組
みは中央集権型なわけです．それは，想定外
のことが起こると止まっちゃうんですよね．
そこでものを言うのは，僕と彼みたいな直接
型の，分散型の関係です．この両方がないと
駄目だなということが，すごく分かりました．
もう 1つ，顔の見える関係という意味では，
あのときは福島原発の事故で，この箱根は観
光地ですけれども，お客さまが全部キャンセ
ルだったんですね．一方，被災地に行くと，
まだ 3月で寒くて，体育館みたいなところで
プライバシーもなくて，お風呂にも入れなく
て，人々は凍えているわけです．こちらは空
いていて温泉も湧いているじゃんと思ったわ
けですよ．
そこで，旅館の人たちにお会いして，小田
原の市長さんと，箱根町の町長さんと受け入
れの態勢をつくりましょうよと話をしにいき
ました．そうしたら，国の方から 1泊 5千円
の補助が出ることが分かったので，700 人を
受け入れる態勢をつくったんですね．それで
被災地にどうですかと言ったら誰も来ないん
です．あまり人をばらばらに動かしちゃうと，
地域のコミュニティーがばらばらになっちゃ
うので，避難所単位だったらご近所の人が多
いから，バス単位で来てもらって，バスで帰
ってもらおうということで，バスもご用意し

たんだけど誰も来なかったんですね．
確かに遠いけれども，もし箱根の誰々ちゃ
んをよく知っているとか，小田原の誰と友達
だとかという関係があれば違ったんじゃない
かなというふうに感じたりとか，いくら仕組
みをつくっても，やっぱり人間同士の顔の見
える関係がないと組織は動かないなというこ
とを感じました．
この中央集権的 vs独立分散型という考え
方と，それから顔の見える関係というのが，
まさにエネルギーにとって，とても大事な視
点だなということを，このときに改めて思い
ました．
いま，団体「エネルギーから経済を考える
経営者ネットワーク会議（略称：エネ経会議）」
を 2012 年 3 月に立ち上げて，全国中小企業
の掲示板として，中小企業の経営者の立場で，
エネルギーのことをしっかりやっていこうと
いうことを始めました．その活動の柱は 2つ
であります．
1つは，賢いエネルギーの使い方で省エネ
をしっかりやっていこうじゃないかというも
のです．企業にとってみるとエネルギーとい
うのはコストですから，使わない方がいいわ
けですよね．省エネという観点で言うと，日
本は省エネ大国だと言われていますけど，私
は半分本当で半分うそだと思っています．大
企業は相当に進んでいます．専門の部署に専
門のスタッフがいますから，製造業を中心に，
省エネは相当やっていらっしゃる会社がたく
さんあります．けれども，中小企業は，でき
ていない会社がたくさんあります．
というのは，おやじが全部やらなければい
けないので，なかなかエネルギーのところま
で手が回らないんですね．エネルギーは見え
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ないし，すぐにお金にならないしというのが
あるので結局，「省エネってお金がかかるん
でしょう」で終わっちゃうケースが多いんで
すね．
でも，実はここがすごく宝の山だと思って
いて，省エネをしっかりやると，新しいビジ
ネスに挑戦することに繋がっていきます．い
ろんな機器を入れ替えたりすることもありま
すので新しいビジネスチャンスにもなります
し，さらに，全般的にエネルギーを使わない
というところは，会社のコストを下げつつ先
ほど申し上げた気候変動のときにも貢献でき
るわけですから，そういう意味では，本当に
まだまだ中小企業を対象とした省エネという
のは宝の山ではないかなと思っています．
もう 1つは，再生可能エネルギーで地産地
消をしましょうということです．この事例は，
今日の夕方に湘南電力さんから詳しく，直接，
お話が聞けるのではないかなと思いますの
で，私はさらっと説明したいと思います．
私どもの「エネ経会議」には「エネルギー
なんでも相談所」というのがありまして，こ
れは 30 人ほど，企業の OBの方たちがボラ
ンティアで相談をしてくれています．現役時
代はいろんな会社さんでエネルギーの仕事を
されていた方とかが 30 人ぐらい，定年退職
してもまだ元気だし，何か社会の役に立ちた
いという大変奇特な方がたくさんいらっしゃ
いまして，そういう方たちをテクニカルアド
バイザーということで登録しています．
例えば，私たちの会社から，自分の工場の
屋根が空いているんだけど何かできないかな
という相談をいただいたとします．そうする
と彼らがいろいろ調査をして，こうしたらい
いんじゃないですかという提案をします．例

えば太陽光パネルを置いて，こうしましょう
という話になって，補助金はありませんかと．
補助金のお手伝いもさせていただきます．
もう 1つは，いま経済産業省で中小企業向
けの省エネ診断地域プラットフォーム事業と
いうのがありますけど，私どもはその認定団
体をしているので，中小企業向けの省エネが
ゼロ円でできます．普通だと 30 万円とか 50
万円とかかかるんですけれども，私どもは経
産省から補助金をいただいている関係がある
ので，私どもの会社さんには，ただで省エネ
診断をさせていただいています．そんなこと
を中心に活動しています．
それから，これは地元が多いんですけれど
も，隣町の松田町だとか，南足柄市だとか，
そういった行政のアドバイザー的なかたち
で，行政のコンサルティングみたいなことを
しています．
それから，新しく始めたのが教育事業とい
うことでプログラムをつくっていまして，ま
だ試験的なんですけれども，エネルギーに少
し関わることの中で，地方創生をどう考えた
らいいかということの勉強会を少しずつ始め
ています．
今日は，「ほうとくエネルギー」とか「湘
南電力」とか「小田原箱根エネルギーコンソ
ーシアム」の話というのは，たぶん夕方の時
間で話がございますので，さらっと話したい
と思いますけど，ほうとくエネルギーという
会社は，地元で 40 社ほど出資をして，5800
万円ほどお金を集めて，小田原のちょっとし
た山の中で，約 2MWの太陽光発電をやって
います．
当初は私どもの出資金と，それから地元の
信用金庫さんから融資をもらって，1期の工
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事が 4億円ぐらいかかったんですけど，最後
の 1 億円を 1 人 1 口 10 万円で，一般市民の
方からファンドで募りました．集まるかなと
思っていたら 3カ月ぐらいで完売をして，最
初の 1期はこの 4億円でスタートして，いま
は 2 期目に入っていて，最初は 1MW弱で，
いまは2MWぐらいになっています．当初は，
つくった電気を大手電力会社に FITで売っ
ていましたが，いまは売っていません．
また小田原市は出資してもらう代わりに条
例をつくってもらいました．というのは，首
長さんが替わると方針が変わっちゃうことが
あります．いわゆる 2階に上がったはいいけ
ど，はしごが外れちゃったみたいなことがあ
るので，これは小田原市として，市長が替わ
ろうと替わるまいとちゃんと方針があります
よという条例をつくってもらって，こういう
動きをサポートしているかたちになっていま
す．
太陽光パネルは，made in 小田原はありま

せんので外から買いましたけど，それ以外は
全部，小田原の業者に発注をしました．何を
したいかというと，結局そういうことなんで
すね．地域でお金を回す，地域のお金を回す
ための仕組みなんですね．
さらにこれが進化していまして，湘南電力
という会社がいまはあります．湘南電力は，
例えば，ほうとくエネルギーがつくった電気
を買って鈴廣に売っています．うちは，全部
湘南電力から買っています．なおかつ，私ど
もは事業所がいま 11 カ所，湘南電力さんの
資産である蓄電池を持っています．何をする
かというと，彼らはインターネットで遠隔操
作をしているんです．いわゆる VPP（バー
チャルパワープラント）ということですね．

昔は，電気は高いところから低いところへし
か流れなかったんですけれども，いまは IoT

でいろんなことができます．
昔はできなかったので，足りなくなっては
困るのでバックアップ電源という，普段は使
わない大きな火力発電所をつくってきたわけ
ですけれども，いまは使う側で相当融通が利
きます．使う側にバッファーがあれば，要す
るに調整地が大きければ大きいほど融通が利
きます．その意味で蓄電池をたくさん持って
います．
そうすると，彼らはバックアップ電源を持
たなくてよくなるし，私どもにとってみると，
需給調整してくれるとピークカットができる
から，契約電力が下がるので電力料金が下が
るメリットがあるし，万が一のときは連系を
切って，私どもの敷地に置いてある蓄電池，
これは湘南電力さんのものだけれども，万が
一のときには使っていいという約束になって
いるので非常用電力としても使えます．
さらに，一昨年ですかね，電力の小売りが
自由化になりましたが，湘南電力には社員が
数人しかいませんので，一般家庭には手が回
らないんですね．一般家庭を回るためには，
小田原ガスという会社と FURUKAWAとい
う会社，これは両方とも小田原の地場の会社
で，100 年企業です．小田原ガスは都市ガス
をやっています．FURUKAWAはプロパン
ガスをやっています．いま，この 2つが手を
組んで，湘南電力の小売り部分を代理店で提
携しています．ちょっと前だったら考えられ
ないことです．地域で都市ガスの会社とプロ
パンの会社は，敵ですから，口も聞かずにお
客さんの取り合いをしていたわけですね．そ
れが一緒になったんです．
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今日はご当人がいると思うので，ご本人か
らお話を聞かれたらいいと思うんですが，両
方とも社長が若いんです．代替わりしていま
す．彼らは，すごく分かっていて，こんなに
狭いところで，争いなんかやっている場合じ
ゃないと．
ガスというのは，いち早く自由化されてい
ますから，放っておけば，どんどん系列化さ
れてしまいます．なおかつ，これからの時代
は，うちはガス屋でございますといっても，
トータルでエネルギーが分からないと勝負に
なりません．自分たちは 100 年企業を守って
いきたいけれども，たぶん 20 年後，自分た
ちの子どもの時代になったときに，「パパの
時代って，電気とかガスって外から買って売
っていたのね」という時代が来るかもしれま
せん．
確かに，いま太陽光発電だって自分で使う
時代になりますよね．そうしたときに，外か
らエネルギーを買ってきて売るという仕事は
なくなるかもしれません．そうしたら，自分
たちが 100 年守ってきた企業を，どうやって
100 年続けようかと考えたときに，大きく頭
の中を変えながらやらなくてはいけないんで
す．
多くの場合は，こういう既存の利権を持っ
ている人たちは，それを離したくないので，
新興勢力と対抗するんですよね．そうじゃな
くて一緒にやろうというのが小田原です．だ
から，まさにほうとくエネルギーをつくった
ときと同じように，私たちの中では顔の見え
る関係があったんだなというふうに思いまし
た．
また「小田原箱根エネルギーコンソーシア
ム」というのをつくりました．このコンソー

シアムが日本中を席巻し得ると思っていま
す．これは単なる一つのエネルギーの地産地
消の仕組みではなく，お金とエネルギーが地
域を回るという仕組みを各地域に広げていく
んです．各地域は全部違うので，そういった
地域の人たちが立ち上がって，同じような仕
組みをたくさん，たくさんつくっていって，
それが横に連携していくというのが，先ほど
言っていた分散型です．いまだに千葉は電気
が来ません．8年間，何を学んできたのでし
ょうという話なんだけど，結局，中央集権的
なエネルギーシステムに乗っかっているとい
うことです．
それと併せて考えていくと，地域でお金を
回すということと，それから，そういういろ
いろなリスクマネジメントという観点でも，
地域の分散型のエネルギーシステムはとても
有効だなと思うので，こういう仕組みが日本
中にたくさん，たくさんできることがいいん
じゃないかなと思います．
いま小田原市の学校 42 施設の電力は全部，
東京電力さんから湘南電力に切り替えてもら
いました．そのうち 7つの学校には，湘南電
力とほうとくエネルギーの資産として，太陽
光発電と蓄電池を置いています．これは，さ
っきと同じ理由です．ですから，万が一のと
きは，この電力を使っていいということにな
っているので，学校が避難所になります．エ
ネルギーの地産地消は，防災にもすごく親和
性があるんですね．
あとソーラーシェアリングです．おまえた
ちは農業をつぶすつもりかと言う方がいらっ
しゃるんだけど，まったく逆であります．農
業を続けるためにソーラーシェアリングをや
っています．彼らは結局，農業だけだとほと
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んど食えないんです．
例えば，300 坪で 1 年間，汗水垂らしてお
米をつくって幾らの収入になるでしょうかと
いう話が出ました．10 万円にならないんで
すよ．それを，米をつくりながら電気をつく
ると，この電気は，上手に売れれば 150 万円
ぐらいになるんですね．要するに農業をサポ
ートするために，このエネルギー支援をやっ
ていく．
これは，日本でどんどん耕作放棄地が増え
ている中で，農業を続けていくための 1つの
方法としてはあり得るんじゃないかなと思い
ます．
私どもの会社は，たくさん屋根があるので
太陽光発電をしていますけど，あとはドライ
ブインの 2階に，太陽光発電と併せて，向こ
う側の屋根は太陽光でお湯を沸かしていま
す．一見太陽光発電に見えますけど，この中
に細かいパイプが通っていて不凍液が流れて
いるんですね．これを太陽に向けて，不凍液
が熱くなって，その不凍液を井戸水の中に通
すと熱交換してお湯ができるという仕組みな
んですけど，これで都市ガスの量が年間 3割
ぐらい減りました．面白かったのは，まった
く同じ場所に建っているので，太陽光で電気
をつくってお湯を沸かすのと，直接太陽熱で
動かすのとでは，3.5 倍ぐらい熱効率がいい
んですね．
レストランは，地中熱と井戸水の空調シス
テムを導入して，いま皆さんがいらっしゃる
建物は 4年目になりますけど，経済産業省の
ゼロエネルギービルディングの事業になって
います．普通に建てた建物と比べると，エネ
ルギー削減率は実績で 63％ぐらいまでいっ
ていますので，3割ちょっとぐらいのエネル

ギーで，このビルは動いています．とても快
適です．
基本は井戸水なんですよ．どういうことか
というと，井戸水は，夏は冷たくて，冬は温
かいんです．ということは，一年中温度が変
わらないんです．15 度ぐらいです．夏の 35
度の空気を，一生懸命電気を使って冷やす前
に一回，井戸水を通すんですね．35 度の熱
い空気を 15 度のお水の中に通しますと，20
度ぐらい温度差がありますので熱交換をする
んですね．そうすると，35 度の空気は 25 度
に下がります．あと数度下げてあげれば，も
う涼しい風が出るんです．
冬は逆のことをしてあげます．零度の空気
を 15 度の中へ通すと，3 度か 4 度は上がり
ます．それだけでも電気の量は変わりますか
ら，年間だいたい 3割ぐらいは電気が削減さ
れます．私たちは，この水を使って 150 年間，
かまぼこをつくってきましたけど，今回初め
て分かりました．ああ，井戸水ってエネルギ
ーなんだと．
ポイントは，1 つは「エネルギー＝電気」
ではないという認識です．エネルギーという
と，ほとんどみんな電気の話になっちゃうん
です．国もミスリードで，エネルギー基本計
画をよく見ると電源構成の話が話題にならな
いんですよね．でも実は，データを見て分か
るんだけど，多少古いけど，再生エネルギー
の中で電気として使っているのは，実は 3割
しかないんですね．それ以外は動力と熱なん
ですよ．だから実は，熱を見ないとエネルギ
ーの全体像は見えないはずなんだけど，なぜ
か電気の話が好きなので，電気の話になっち
ゃうんです．
電気は，もちろん便利だし扱いやすいから
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いいんですけど，電気は電気で使えばいいん
だけど，実は熱ということを見ないと全体は
見えません．結局，電気だけを見てしまうと，
例えば木質バイオマスも，そうなんですよね．
あれは，実は熱と思って見ればボイラーです．
だから，ご存じだと思いますけど，北海道の
下川町というところは，すでにやっていらっ
しゃるわけですよね．それで，まちが生まれ
変わったわけです．そういう例は，たくさん
あるのです．
考えてみれば，日本中，明治ぐらいまでは
エネルギーのほとんどを森からもらっていた
わけですね．炭とか，薪とか．それが石炭に
なり，石油になり，天然ガスになり，電気に
なったら，全部外から買おうになったんです
ね．そうすると現金収入のない地域からは出
ていっちゃって，貧しくなって，若者が働く
場所がなくなって過疎になっていくというの
が，たぶん日本中の山村で起こったことです．
下川町の例を見れば，かといって明治時代
に戻れとは言っていなくて，さっきもおっし
ゃっていたけれども，豊かで便利な暮らしを
担保しながら，いままでどおりに使っていく
と，もう一回，木質バイオマスとして使って
いくと，その地域で生み出したお金が，ちゃ
んと戻ってきて地域を再生していくという例
が，もう出てきているのです．
もう 1つは，エネルギーの地産地消です．
小田原市は 20 万人の人口がいますが，年間
300 億円ぐらい，外から電気を買っているそ
うです．この 300 億円は，どこに出ているの
でしょうかという話ですが，いままでは東京
電力さんにお払いして，ほとんど返ってきま
せんね．どこへ行っちゃっているかというと，
最終的には発電をするための燃料を買ってい

るんです．それはどこかというと，中東は 8
兆円ぐらい，ロシア，オーストラリア，マレ
ーシア，です．足すと約 20 兆円だと言われ
ていますが，20 兆円というお金は，想像が
つきませんが国家予算の 5分の 1．毎年毎年，
そこに払っています．で，ドバイとかアブダ
ビの，あのすごいビルとかになっているわけ
です．いま世界最大の再生可能エネルギーの
投資国は，僕はサウジアラビアと思いますけ
ど，彼は賢いですよね．いま石油，天然ガス
が売れないのに，どんどんもうけて，それを
未来に投資したらどうかと．それで将来にわ
たって自分たちがエネルギーを牛耳ろうと思
っているわけです．
おかしくありませんかと思いますよね．こ
れをゼロにはできないけど，1割だけ減らせ
ないかなと思うんです．20 兆円のうちの 2
兆円を減らす．消費税なんか上げなくても済
んじゃいますね．だから，このお金を 2兆円
でも国内に環流することができれば，すごく
大きいんです．それは論点の飛躍になります
が．
でも，小田原では 300 億円払っているんだ
から 1 割減らしませんかと．30 億円です．
人口 20 万人の都市で毎年 30 億円がくるくる
回っていったら，これは大きなお金です．そ
ういうお金が，地域の課題を解決する原資に
なりませんかねと．教育とか福祉とか介護と
かにかけるお金がたくさん要るわけですよ
ね．
30 億円プラスアルファを払ってください
という話をしているわけじゃなくて，すでに
払っているんだから払い先を変えませんかと
いう話です．そういうふうに考えていくと，
私は，いま日本中，地方創生，地域経済活性
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化という課題になっていますけれども，そう
いう観点からすると，エネルギーはとても素
晴らしい題材だと思います．
私は，いま地元の小田原箱根商工会議所の
会頭をやっていますけど，3年前ですか，全
部の市町が地方版総合戦略というのを策定し
ましたが，ずっと見ていくと，ほとんどの市
町が観光振興と定住人口を増やしますと書い
ているんですね．
確かに観光，うちは年間 2千万人のお客さ
んが来る，日本最大の観光地なので，必死に
なって観光をやっていますけど，でも冷静に
なって考えてみると，観光って最終的には地
域間競争になるんです．もちろんインバウン
ドの何百万人とか 4千万人増やすとか，それ
は取り込もうとするんだけど，でも最終的に
は，京都に行くよりも，まず箱根に行こうと
言わないといけないので，競争になるんです
よ，必ず．
もう 1つ，定住人口を増やしましょうとい
うのは，まさに地域間競争そのものでしょう．
人口が減っているわけだから，自分のところ
で増やそうと思ったら，どこかからひったく
るしかないわけで，必ず，勝つところが出れ
ば負けるところが出るんですね．いわゆるゼ
ロサム競争になります．
ところが，エネルギーの地産地消というの
は地域間競争にならないんです．だって，小
田原は 300 億円のうちの 1割をやればいいだ
けの話であって，それはべつに隣町には関係
のない話です．それで地域の経済が潤って，
結局，再生可能エネルギーが増えれば，化石
燃料が減れば，冒頭に申し上げたように地球
環境的にもいいわけです．地球環境的にもよ
くて，地域の経済も潤って，それが win-win

になれる．競争にならないんです．
経済政策としては，私は非常に優れている
んじゃないかなと思うんですけど，こういう
ことを言う方は，あまりいないんです．エネ
ルギーのことは触らないでしょう，みんな．
すぐ原発の話になっちゃったりするので．
でも本当に私は思うんです．日本の中では，
もちろん観光振興も大切だし，定住人口を増
やそうという動きもあるし，東京への集中を
なんとかしたいというのもありますけれど
も，もちろん必要なことだけど，もう少し，
やっぱりエネルギーに着目しないといけませ
ん．
なぜかといったら，エネルギーって使わな
ければいけないでしょう．本当は皆さんの問
題なんだけど，皆さん関心がないでしょう，
ほとんど．いまはワールドカップだとか，あ
っちへ行っちゃっているから．でも実は，す
ごく大きな，切実な問題だし，ちょっと動く
と効果も大きいと思うんです．
でも，皆さんエネルギーのことに関心がな
いので，エネルギーの話をしても伝わらない
んですね．ただ考えてみれば，エネルギーは
ただの道具なわけですね．エネルギーを使お
うと思って使っているわけではなくて，何か
をするために使っているので，エネルギーっ
て，ただの道具だよねと．
だから，彼らが自分たちのビジネスを，電
気を売ったり買ったりする会社だと定義する
と駄目なんです．必ず大手電力会社さんが巻
き返しにかかってきて，値段競争で負けちゃ
うことになっちゃうので．
だからむしろ，そうではなくて，どういう
エネルギーをどう使って，どういうライフス
タイルをつくるのか．どういうエネルギーを
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どう使って，何の問題をこう解決できました
というふうなかたちに持っていかないと，た
ぶんエネルギーの話は広がっていかないのか
なと思いますね．
この間も湘南電力の連中と話していたんだ
けど，湘南電力も，そろそろ自分たちのミッ
ションを考えた方がいいよねと．電気を買っ
て売る会社ではなくて，エネルギーを使って，
それも再生可能エネルギーを使って，地域の
課題を解決する会社というふうに，自分たち
のビジネスを再定義する必要があるかと思い
ますね．そう考えていくと，このエネルギー
の話は，とても広がっていきやすいんじゃな
いかなと思います．
そこで SDGsですが，地域の中小企業にと

っても，これは大切なことです．最初は私も，
国連がまた，きれいごとを言ってグローバル
企業の話と，ちょっと思ったんです．でも結
構，調べていくと，私たちのような会社でも
結構大切な話だったんです．
それは両面あって，リスクとチャンスと両
方があると思います．リスクは，ちゃんとや
らないと商売ができなくなったりしますが，
逆にチャンスという観点からすれば，この
17 項目 163 をずっと見ていくと結構，うち
なんかの会社でも，これとこれは頑張れるな
というのはあるんですね．それをきちんと自
分たちで認識をして，そこをさらに明確にし
て，本業で生かしていくということです．こ
のチャートは世界共通言語ですから，私ども
のような中小企業でもちゃんと世界に通じる
言語を得たというふうに思えば，これを使わ
ない手はないんじゃないかなと思うんです
ね．
まさに，いまこういう時代の中で，ちょっ

と前までは，たぶん資本金がでかいとか，社
員の数が大きいとか，店の数が多いとかとい
う会社が圧倒的に強かった時代ですけれど
も，いまはそうでもないと思うんですね．
こういう時代になってくると，ちょっと前
までは環境問題と経済というのは相反する，
矛盾するものだったものが，いまは逆に環境
をちゃんとやらないと商売ができないとか，
環境自体が商売になってくるという時代にな
ってきたときに，こういうものをちゃんと見
ながら，自分の会社の得意技というか，なら
ではというところを磨き込んでいって，ちゃ
んと発信をしていくと，会社の規模の大小に
かかわらず，小さな会社でも，ちゃんとやっ
ていける時代が来ているのかもしれないなと
最近すごく思って，そういう意味では，ちょ
っと期待をしております．

質疑応答

○会場　この ZEBの建物ができたのは，い
つごろでしょうか．やっぱり，従来型のエネ
ルギーシステムに比べて，これは高いと思う
んです．しかも地中熱利用もされているので，
だいたいでいいんですけど，どのくらいで投
資回収をされるのでしょうか．また従来型の
建物でエネルギーを使うよりも，このぐらい
の投資をして何年ぐらい使えば元が取れるの
でしょうか．

○鈴木　この建物は今年で 4 年目ぐらいで
す．建物自体は，いまちょうど建設コストが
どんどん上がっていますので，いまから見る
と安かったんですが，当時からすれば，前の
ときを知っている人間からすれば，べらぼう
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なコストでした．
簡単に言うと，建物自体がプラス 15％ぐ
らい，この省エネルギーにかかっています．
そもそもの経産省のプログラムは，設計段階
で普通の建物に比べて 3割以上エネルギーを
カットできると，最高で 3分の 2まで補助金
が出るというコースがあったんです．設計し
たら 54％だったのでクリアしました．でも，
補助金は建築費全体出るわけではなくて，プ
ラスアルファの省エネ投資が対象です．例え
ば 10 億円の建物を建てて，省エネ投資 1億
5 千万円ですと，1 億 5 千万円の 3 分の 2 で
1億円をいただく計算になります．
あとは，工場じゃないので，そんなにべら
ぼうに使わないんです．なので，計算したら
だいたい 10 年です．だから 1 億 5 千万円を
もらって，実際には，うちの負担は 5千万円
なんですが，それが 10 年ですから，あまり
賢くないんです．いまは，会社で商売をして
いて「10 年たったら考えればいいや」とや
っている場合ではありませんので，だいたい
早くて 3年とか，長くて 5年ぐらいで投資を
回収するのが常識になっているんです．
ただ，両方の観点があると思っていて，す
ごく長期タームの観点では，やってみてよか
ったなと思うのは，今日も含めて，たくさん
の方が見にきてくれます．こういった取り組
みをしているんだと，発信の基地になります．
私がいくらべらべらしゃべっても伝わらない
ですけど，現場に来ていただいて，見ていた
だくと，なるほどなと思っていただけます．
そういう意味では，やらんといかんなとい
うのがあって，それは私どももなんとか，10
年かかるけれども，商売の枠組みの中で，な
んとか賄えるぐらいの投資という判断をしま

した．
そういうものが必ずしも，この単体だけを
見たら，そんなにもうかる仕事ではないとい
うのは確かですけれども，でも長いというか
広い見方では，企業の PRとか，それこそリ
クルートだとか，採用を考えると，それなり
のメリットは，効果はあるのかなというふう
に思っています．

○会場　ありがとうございます．コストの面
からすると，こういった省エネの取り組みは，
コストを削減する面があると思うんですけ
ど，それは本業のかまぼこの事業があっての
ことだと思うんです．その本業の方は，どう
なんでしょうか．順調に行っていらっしゃる
のか，それとも，ちょっと課題があったりす
るのか，その辺はどうなのでしょうか．また
コスト削減との連関をお伺いしたいと思うん
ですが．

○鈴木　決して楽ではないです．特に，かま
ぼこは 2つの要素があって，1つは，需要が
少ないですよね．決して成長産業ではないで
す．成長産業というよりも衰退産業とか絶滅
危惧種産業と言われているんです．かまぼこ
の最盛期，いまから 40 年ぐらい前ですかね，
その当時，国内の年間の生産量と消費量は
100 万トンでした．いま，その数は 40 万ト
ンぐらいです．だからマーケットは半分です．
ちょっと余計な話をすると，じゃあ世界中
で減っているかというと，そうではなくて，
実は世界中の練り製品の量は，いま 120 万ト
ンぐらいあるんです．ということは，日本人
以外は食べているんです．一番大きいのは，
やっぱりヨーロッパで消費されるかにかまぼ
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こが，日本からの輸出だったらいいんですけ
ど，ほとんど現地生産です．
そういうふうに練り製品業界というのも世
界規模で変わっちゃったということが 1つあ
る中で，ただ私たちから考えていくと，例え
ば私どものかまぼこは非常に高いです．1本
1000 円とか 3000 円とかします．だから，ず
っと思うんですけど，やっぱりかまぼこの価
値というのを，どこまでお客さまに伝えてい
けるのかなということですね．
ちゃんと真面目に商売していって，すごく
楽天的に言えば，例えば 100 人お客さまがい
て，携帯電話を持っていない人はいないと思
います．かまぼこは，100 人お客さまがいて，
いつもかまぼこを食べていますかといった
ら，たぶん 1人か 2人しかいないと思うんで
す．ということは，まだまだブルーオーシャ
ンなところなんじゃないかなと．
ちゃんとお客さまにかまぼこの価値を伝え
て，ちゃんと説明してコミュニケーションを
取っていくということです．うちの場合は
100 人のうちの，例えば 10 人しか食べてな
いとすれば，あと 2，3 人増やせば，うちの
商売は伸びますから，そういう意味では，ま
だまだやれる可能性はあるなというふうに思
います．
もう 1つの難しい問題は，やっぱり原料で
すね．天然資源に頼っていますので，お魚次
第です．その中でも気候変動なんかでお魚の
住む場所が変わったりしますし，あとは，い
ろいろな開発で川の流れが変わっちゃったと
かいうのもあります．
私どもは，他力本願では駄目なので，いま
日本だけではなくて海外に，稼働しているの
は 2カ所ですけれども，原料の拠点を持って

います．そこで原料を，現地の漁師さんと連
携しながら，できるだけ資源を痛めつけない
ような獲り方をしています．私どもが使う量
だから，そんなにばかでかい量ではありませ
ん．
なので，そういうふうに持続可能というか，
サスティナブルな感じでお魚が獲れるよう
な，そういう独自ラインをつくっています．
これは結構，お金と時間がかかるんですけれ
ども，やっておかないといけないと思ってい
ます．そういう意味では，かまぼこ屋は結構
大変です．
ただし，新規参入はない業界ですから，ち
ゃんとやれば独り立ちができるという可能性
はあります．ですから，かまぼこ屋をやるこ
とはお薦めしませんが，かまぼこ屋で働くこ
とはお薦めします．

○会場　2つあるんですが，1つは市との関
係で，先ほどのお話ですと自分たちで立ち上
げて，市にはお金をもらうというよりも条例
ということですけど，逆に，いまのこういう
流れで，市の方から，これをやってください
というふうに声が掛かることはあるのでしょ
うか．要するに，市がどこまで関与するのか，
市との関係性についてです．
もう 1つは，地元の企業で集まってやった
ということですけれども，それが震災から始
まっていて，もういいんじゃないかというよ
うな，熱が冷めてくる，薄れてきて，やる気
のある会社，やる気のない会社とかが出てく
ると思うんですけど，そういう関心の違いと
いうのがあるのでしょうか．もしあるとすれ
ば，どうやってつなぎ止めていくのかという
ことについて教えてください．
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○鈴木　ありがとうございます．まず最初の
お話ですけれども，それは，たぶん地域でケ
ース・バイ・ケースだろうなと思うんですね．
たまたま小田原は，そういう民間の思いとか
行動力もあったので，民間主導で動かしまし
たけど，そうではない地域もたくさんあると
思うんですね．そこは，やっぱり行政が主体
的に動かなければいけないと思うんです．
ただ，これは批判でもなんでもないですけ
ど，行政と仕事をするというのは大変じゃな
いですか．なぜかというと議会がありまして，
市長がいまこう思っても，議会が通らないと
かいう話になっちゃうんです．東電を湘南電
力に切り替えるときに，私たちからしたら，
何も悪いことはないじゃないですか．電気料
金が下がって，学校にちょっと蓄電池がつい
て．ところが，議会承認が出なければいけな
いんです．民間ベースで考えたら，そんなこ
とを言っている場合じゃないだろうと，われ
われは思うわけです．でも，やっぱり行政と
一緒に仕事をすると，そういう行政は行政の
ケースがあるだろうし，手続きのことがある
ので，それをどこまで我慢できるのかという
ふうに思うんですね．それと併せて，行政に
しかできないこと，例えば補助金があります．
そういうものが，どうしても必要であれば一
緒にやらざるを得ないけど，そのデメリット
もありますよね．
ですので，うちはもう自分たちでできるか
ら，確かに一緒にやった方がメリットはある
けれども，それによるデメリットが大きいと
感じれば私たちでやります．たぶん，いろん
な地域地域で，それなりのケース・バイ・ケ
ースじゃないかと思います．小田原の場合は，
うちは特に市と一緒にやらない方がいいなと

いうことで，むしろ後ろからサポートしてく
れたらと，そういう行政との関わり方をして
います．
もう 1つは，震災からだいぶ時間がたって
ということですけど，日本全国がそうだと思
うんです．あの当時は皆さん必死になって省
エネして，まちが真っ暗でしたが，あれはど
こへ行っちゃったんでしょう．いまは，どこ
へ行ってもネオンが灯っています．そういう
意味では，いまは関心がないですよね．それ
よりもワールドカップで盛り上がろうみたい
な，オリンピック頑張ろうみたいになっちゃ
っています．
ちょっと余計な話をしますけど，私は，特
にオリンピック・パラリンピックは，あえて
言うけど，いまこの時期に日本でやる必要は
あったのかなと思うんです．私はもともと，
こう見えても大学は体育会なのでスポーツは
大好きなんですが，いまこの国が本当に目を
向けなければいけないことは，オリンピック
よりも他にあるんじゃないかなと思うので
す．でも一応，決まったので，なんとか盛り
上げましょうということで，実はラグビーも，
小田原はオーストラリアの代表チーム，ワラ
ビーズのキャンプ地なんです．
あとオリンピックに関して言うと，私は特
にパラリンピックの方にすごく関心を持って
いて，こういうふうになったときに，キーワ
ードは役づくりだと思うんです．障害を持っ
ている方たちを，どうやって社会の中で活躍
してもらうか．これは，べつに福祉とかいう
観点だけではなくて，商売人としてです．
この間も，いろいろなかたちで関わったん
ですけど，日本で車いすの人口は 100 人のう
ち 7人いるんですね．ところが，そんなにい
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ないじゃないですか，まちに．ということは
出てこられないんです．特に小田原は観光地
なので，そういう人たちに来てもらった方が
いいんじゃないかなと思っています．どんど
ん障害のある方に，まちに出てきてもらうと
いうことが，実は地域経済にとってもプラス
になってくるし，これはいろいろな難しい問
題もありますけれども，障害者に働いていた
だく場所をつくるということも，これからの
人手不足の中では企業経営にとって大切なこ
とだと思います．
だから，ある意味，経済という観点からし
ても，障害のある方たちを，どういうふうに
社会で活躍していただくかというときには，
たぶんパラリンピックはいいチャンスなんだ
ろうなというふうに思っていて，その辺は，
しっかり応援しています．
それで，「ほうとくエネルギー」をつくっ
た時の話なんですけど，ひどいんですよ．ぺ
らの紙一枚を持ってきて，おまえは 200 万円
とか，おまえは 100 万円とかやっているんで
す．目録も何もないんです．結局，断られた
のは 2つだけ．それはなぜかといったら，小
田原に本社がなかったからです．
他の全ての会社は「しようがないな，おま
え」みたいに，訳の分からない金を，みんな
集めさせられて，会社をつくりました．なの
で，さっきも言いましたけど，そもそもすご
くラッキーだと思うんですね．なぜかと聞か
れると，よく答えられないんですが，そうい
う関係がなぜあるんですかということです
が，それは小田原という土地柄なのかもしれ
ないですし，そもそも，そういう顔の見える
関係があったということですね．

だから，そういう連中は，この会社ができ
て，いま 8年たっているわけですけれども，
その関係は変わらないです．その連中は相変
わらず一緒にやっているということですね．
やっぱり，周りで，あのときにすごく危機感
を持ったりした人たちのなかには，すごく冷
めちゃった人たちもたくさんいます．ですが，
さっきもおっしゃったように，その当時は，
とにかく電気をどうやって確保するか，原発
は要らないとか，そういうことだったじゃな
いですか．
でも，それが 8年たってくると，さっき申
し上げたように，湘南電力という会社ができ
ましたけれども，湘南電力がいつまでも電気
を集めて売る会社ですと言っていると，たぶ
ん，どんどん駄目になっちゃうと思います．
そうではなくて次のフェーズに入っていく必
要があります．
だから，湘南電力という会社はエネルギー
を使って地域の課題を解決する会社ですと言
ってあげないと，エネルギーに関心がない人
は，こっちを向かないんです．いまは，そう
いうフェーズに入ってきていると思うので，
特にエネルギーのことに関心がなくても，あ
なたが持っている，こういう課題は，こうい
うふうに持っていくと解決できますねという
ようなことを広げていくことが，たぶん，そ
ういう人たちに伝わっていくんだと思いま
す．
そうやって考えていくと，まさにまちづく
りという感じです．その場合も当然，行政と
どういうふうに連携していくかというのが課
題だと思いますけど，その辺の話も今日，湘
南電力でお聞きになったらいいと思います．


